
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１9期の皆さん、卒塾おめでとうございます。心よりお喜び申し上げます。 

京都教師塾での学びが、これからの人生で出会う様々な出来事を乗り越えて

いく上で、皆さんの大きな力となることを願っています。 

 教師塾における学びは、ここで一つの区切りを迎えますが、教師という道に学

びの終わりはありません。同じ志をもつ仲間と共に、切磋琢磨し、学び続けたこ

との意味を、この機会に今一度確かめ、次のステージへと歩みを進めていって

ください。 

今日迎える「ゴール」は、未来へと向かう新たな『スタート』です。京都教師

塾で学んできた皆さんが、『一人一人の子どもを徹底的に大切にする人間味

あふれる温かい教師』として活躍されることを心より祈念いたします。 

卒塾おめでとうございます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス担当の先生方からのメッセージ 

１組・２組 太田 勝 専門主事  

半年間の教師塾での学びが終了しました。自ら進

んで参加し、多くのことを学んだことと思います。塾

での最後の日を迎えるにあたり、学んだ「多くのこ

と」を改めて書き記しておくことをお勧めします。印

象に強く残っていることから順番に箇条書にしていく

と、どれくらいの数になるでしょう。その一つひとつが

あなたにとっての「財産」です。そしてもう一つの財

産が仲間やスタッフ、現場の先生方、子どもとの「出

会い」です。「人として輝くためにお互いを必要とす

る」 これからの益々の成長に期待しています。 
３組・４組 竹内 直美 専門主事  

卒塾おめでとうございます。皆さんの教師への憧

れ、情熱、意欲を強く感じながら、一緒に充実した時

間を過ごせました。その純粋な初心と塾での学びを

今後に活かしください。これからも探究力「なぜ」

「どうすれば」「もっと」があなたをますますアップデ

ートしてくれますよ。 

「Do my best仲間と共にできることを精一杯。満点

でなくていい。大丈夫、自分を信じて。」 

応援しています。頑張って下さい。  

 

５組・６組 中村 季弘 専門主事  

卒塾おめでとうございます。みなさんの様子から、教

師を目指す熱く強い思いが伝わってきました。 

また、レポートを読んでいて、みなさんの教育に対す

る情熱と真剣な思い、そして回数を重ねるごとに成長す

る様子を感じていました。今皆さんが持っている子ども

たちの成長に携わっていきたいという思い、教師を目

指している強い志、そして、皆さんを支えてくださってい

る方々への感謝の気持ちをこれからも大切にしていっ

てください。今後、みなさんが子どもたちと一緒に笑顔

で過ごし、活躍されていることを願っています。応援して

います。 

 

７組・８組 藤田 路乃 専門主事  

1９期生の皆さん、卒塾おめでとうございます。半

年間、日々忙しい中、本当によく頑張ってきました。

「先生になりたい」という願いが、「こんな先生になり

たい！」という強く熱い想いに変わってきたのを感じ

ます。この教師塾を通して、たくさんの出会いがあり

ました。『出会いは財産』です。これまでの出会いを

大切にし、学校現場でのこれからの様々な新たな出

会いに期待し、進んでください。夢に向かって努力を

している皆さんの未来を楽しみにしています。これか

らも教師塾１９期生の皆さんを応援しています！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループアドバイザーの先生方からのメッセージ 

１組 高井 敬祐 先生 

教師の仕事は「しんどいこと」が少なくありま

せん。しかしながら、それを上回る感動を子ども

たちは与えてくれる「やりがいのある」仕事です。

塾生の皆様は、今回の講義や講座を通して、より

一層教師への思いを強くされたに違いありませ

ん。その思いを原動力に試練をのりこえて下さ

い。学校現場でお会いできることを楽しみにして

います。 

 

 

 

２組 寳居 繁治 先生 

 第１９回教師塾のご卒塾おめでとうございま

す。真っ直ぐな眼で今日の課題に向き合い、目を

輝かせながら自分の思いを語るみなさんを、た

いへんたのもしく感じました。その気持ちを忘れ

ずに、教師塾で学んだこと活かし、自分の思うな

りたい先生を目指してください。自分らしい、素

敵な先生になってください。 

 

 

 
３組 福森 徹也 先生 

卒塾おめでとうございます！半年間という短い

期間ではありましたが、教職を目指す強い志を

持った皆さんと一緒に学ぶことができて本当に

よかったです。採用試験という高い壁は待ち受け

ていますが、今後も努力していただき、一人でも

多くの方に突破していただきたいと思います。中

でも京都市で一緒に働ける方が多数おられると

更にうれしいです。若く熱意溢れる皆さん、ぜひ

また学校現場でお会いしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４組 福村 智子 先生 

卒塾、おめでとうございます。塾生の皆さんは、どん

な夢をもっていますか？自分だけのとっておきの夢もあ

れば、誰かと同じ夢かもしれません。また、誰かに「その

夢はすばらしい」と認められる夢もあれば、誰にも理解

されない夢があるかもしれません。たとえ、どんな夢で

あっても夢を持つことは大切です。夢をもつことで先の

ことを見通し、生きる原動力になるからです。教師塾で

の皆さんは常に情熱にあふれていました。情熱の炎を

消すことなく、夢の実現に向かってこれからも学び続け

ることを大切にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５組 田中 佳子 先生 

卒塾おめでとうございます。短い間でしたが，

みなさんとともに学べたことをとてもうれしく思い

ます。学校は「幸せな大人になる、人を幸せにで

きる大人になる」ために学ぶところです。できる

ことを増やしていくところなのです。目の前にい

る子どもたちがそうなれるよう、常に寄り添い、共

に学んでいける先生になってください。応援して

います。採用試験がんばってください！ 

 

 

 

 

６組 山田 千治 先生 

卒塾、おめでとうございます。子どもたちへの

指導も時代に応じて変化し、よく考え主体的な学

びに向かう児童、生徒を育てるためには、私たち

指導者もそうありたいと思います。回を重ねるご

とにグループでの相互理解が深まっている様子

を見て、私自身も学ぶことが多かったです。教師

塾での成長や人との出会いを大切に学び続けて

下さい。たくさんの子どもたちは皆さんが教師に

なるのを待っています。 

 

 

 

 

 

 

７組 橋本 崇美 先生 

卒塾おめでとうございます。教師塾の仲間と共

に走り抜けてきたこの半年間。塾生の皆さんの成

長ぶりを大いに感じ、嬉しく思います。教師塾で

共に語り合った仲間の声援を力にかえ、自らの手

で夢を掴み取りに行く、新たな一歩を踏み出して

ください。締めくくりとして『夢は願っているだけじ

ゃ叶わない この手で掴み取らなきゃ 何も終わ

ってなんかない』(erica)を贈ります。みんな が

んばれ！！ 

 

 

 

８組 小野 美奈子 先生 

教師塾で学んだことは、これからの教師

生活で必ず役に立ちます。これからも、いっ

ぱい見聞を広げて自分の中の引き出しを増

やしてください。そして、皆さんの熱い思い

を、ぜひ子どもたちに届けてください。一緒

にお仕事できる日を楽しみにしています。 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の授業実践講座を通して、私は 2つのことを学んだ。1 つ目は、教材研究の大切さである。今回の授業

実践講座で、少しでも良い授業をするために、学習指導要領や参考書を広げること、人に助言をもらうなどの

様々なこと行い、1 時間の授業内容を数か月間、試行錯誤しながら丁寧に構成していった。そうしていく中で、

教材と丁寧に向き合うことができ、自分の課題も見つけることができた。時間をかけて教材研究した結果、模擬

授業では、子どもたちの意見に対して臨機応変に対応することができた。しかし、模擬授業では時間配分に課

題が見られた。練習では時間通りにできたものの、本番では、学習活動に時間を取りすぎてしまい、行いたかっ

た活動まで行くことができなかった。このことは、教材研究をしていく中で、実際に、授業での学習活動を人に

してもらい時間を計ることや学習活動の難易度の調整により改善することができたと思う。また、今回は、1 時

間の授業の教材研究に時間をかけることができたが、教員になった際には時間が限られてくる。そのため、授

業構成に必要な引き出しを多く持つことができるように、知識を増やしていきたいと思う。 

 2 つ目は、丁寧に授業準備をすることの大切さである。今回、他の塾生の模擬授業を児童役として参加した。

一人一人の塾生が、後ろの児童役の人にまで見えるぐらいの文字の大きさにすること、口調や視線の位置に

気を付けること、指導案を丁寧に作成するなど、丁寧に授業準備をしていた。児童役として、授業を受けること

で、よりその丁寧さを感じることができ、勉強になった。教育実習でも、担当の先生に「丁寧に授業準備をすれ

ばするほど、子どもたちは一生懸命授業に参加してくれる」と教えていただいた。教員には、授業準備のほかに

も沢山の仕事があるが、子どもたちにとって大切な時間である授業の準備を丁寧に行える教員を目指したいと

思う。 

 この授業実践講座を経て、教材研究や授業方法での課題を見つけることができた。これからの大学の講義や

学校ボランティアで経験を積み、解決することができるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践講座①②に向けて、精一杯取り組んだのが、レポートからも授業からもわかりました。ワ

ークシートや流れからも準備をしてきたことが感じられます。模擬授業では、子ども達に対して表情

豊かに語りかけており、授業のいい雰囲気をつくり出せていました。限られた時間の中で子どもの活

動を十分にとることやたくさんの意見を引き出すことは難しいことですが、その部分を大事にする授

業をつくっていきたいですね。「子ども達にとって大切な時間である授業」という言葉が、今回の学び

を集約していると思います。半年間、とても頑張りましたね。なりたい先生の姿が、見えてきたと思

います。あなたの『夢』が叶うことを祈っています！  ～クラス担当スタッフからのコメント～ 

仲間のレポート 

に学ぶ 
授業実践講座①②を受講して 

 

模擬授業・グループ協議の様子 


